
ワーキンググループのH25年度までの目標 
○ 物質収支の把握、精度向上 
 

  ① 流入（原単位）負荷量把握の精度向上 

      （斐伊川連続調査、原単位精査） 
 

  ② 湖底と湖水の物質収支から出入り量の検証 

      （湖心高頻度調査、底質調査 等） 
 

  ③ 上記以外の物質収支の検討 

      （難分解性有機物調査、塩分成層調査 等） 

○ シミュレーションモデルによる施策評価等。 

○ 第６期保全計画へ具体的施策を反映。 

資料 ４ 

H25末における到達目標 

LQ法による負荷量と原単位法
による負荷量の差異の検証 

底質調査結果から溶出量の把
握 

物質収支と現状水質の関係を解明（シミュレーションモデルの活用） 



流入 
 りん 99 t/年 

流出 

りん 78 t/年 

溶出 

りん 21 t/年 

堆積 

りん 65 t/年 

系外搬出 

 ？ ｋｇ 

降雨 
 ？ ｋｇ 

湖内の水質 
 ＣＯＤ  ○ mg/l →  ○ mg/l 
 全窒素  ○ mg/l →  ○ mg/l 
 全りん  ○ mg/l →  ○ mg/l 

流動・生態系など 

底泥（堆積量） 
 面積   ○ km2 →  ○ km2 
 全窒素  ○ kg →  ○ kg 
 全りん  ○ kg →  ○ kg 

「物質収支の把握」のイメージ 

※ 1993~2002平均 


